
第
８
回
中
国
百
科
検
定
の
申
込
み

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
中
国
百
科
検

定
受
験
の
み
な
さ
ん
の
た

め
の
自
由
学
習
ス
ペ
ー
ス
、

「
百
科
検
定
・
日
中
カ
フ
ェ
」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

中
国
百
科
検
定
で
の
合

格
め
ざ
し
テ
キ
ス
ト
、
問

題
集
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
の
た
め
の
学
習
の
場
と

し
て
、
左
記
日
程
で
各
種

講
座
と
「
百
科
検
定
・
日

中
カ
フ
ェ
」
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

自
習
を
基
本
に
し
な
が
ら
も
、
受

験
者
が
お
互
い
に
勉
強
の
仕
方
や
、

体
験
を
交
流
す
る
場
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
開
設
時
間
内

な
ら
都
合
の
い
い
時
間
に
自
由

に
利
用
で
き
ま
す
。

会
場
で
は
本
部
・
府
連
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
百
科
検
定
」
欄
学

習
会
配
布
資
料
の
閲
覧
が
で
き

ま
す
。

お
茶
、
お
菓
子
の
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
ご
要

望
は
「
日
中
カ
フ
ェ
」
担
当
者

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

中
国
の
湖
北
省
武
漢
市
を
中
心
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎

が
広
が
り
、
世
界
経
済
に
暗
い
影
を

落
と
し
始
め
て
い
ま
す
。

中
国
政
府
は
湖
北
省
武
漢
市
を
封

鎖
し
、
団
体
旅
行
の
禁
止
な
ど
厳
し

い
措
置
を
取
っ
て
お
り
、
長
引
け
ば

世
界
の
景
気
を
押
し
下
げ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
中
国
本
土
の
死
者
は
、

７
日
現
在
600
人
を
超
え
た
と
発
表
し

た
。
２
０
０
２
～
03
年
に
流
行
し
た

重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ａ
）
で
の
中
国
本
土
の
死
者
349
人
を

上
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
感
染
者
は

計
３
万
人
を
超
え
、
さ
ら
に
２
万
４

千
人
以
上
に
感
染
の
疑
い
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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１
月
18
日
、
大
阪
市
内
で
大
阪
Ａ

Ａ
Ｌ
Ａ
と
日
中
大
阪
府
連
の
共
催
で
、

大
西
広
慶
応
大
教
授
を
講
師
に
迎
え

国
際
問
題
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

中
国
の
国
際
的
影
響
力
が
大
き
く
な

り
、
習
近
平
政
権
の
内
政
や
外
交
に

関
心
が
高
ま
っ
て
１
４
０
名
の
参
加

者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講
演
者
の
大
西
教
授
は
、

中
国
国
内
の
経
済
学
者
と

の
交
流
が
深
く
、
内
政
に

も
外
交
に
も
非
常
に
通
じ

た
方
で
、
習
近
平
政
権
と

今
後
の
国
際
関
係
を
ど
う

見
る
か
「
中
国
は
何
を
め

ざ
し
て
い
る
か
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
の
内
政
に
つ
い
て

は
、
貧
乏
人
へ
の
対
策
は

合
格
で
、
金
持
ち
に
は
不
合
格
、
た

だ
し
、
習
近
平
は
努
力
し
て
い
る
が

富
裕
層
の
抵
抗
に
遭
っ
て
い
る
。

「
超
大
国
化
」
の
過
程
に
あ
る
対
外

政
策
に
は
、
民
衆
の
間
で
拡
が
る
大

国
意
識
に
政
府
も
ひ
き
ず
ら
れ
て
い

る
と
述
べ
ま
し
た
。

香
港
で
の
暴
力
デ
モ
は
運
動
の
破

壊
者
で
、
真
の
敵
は
香

港
財
界
だ
と
指
摘
、
評

価
基
準
と
し
て
の
「
内

政
不
干
渉
」
に
つ
い
て
、

若
手
活
動
家
が
全
米
民

主
主
義
基
金
か
ら
支
援

を
受
け
て
い
る
こ
と
は

容
認
で
き
な
い
と
、
香

港
で
の
現
地
調
査
の
詳

し
い
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

大
西
広
さ
ん
を
迎
え
て

国
際
問
題
講
演
会

中
国
は
何
を
め
ざ
し
て
い
る
か

２月２４日（祝）歴史教養講座「面白く中国史を学ぶ・古代篇」

国労会館 １４：００～１６：３０

講師；浜野 滋（特級全科目修了・マスター資格）

２月２６日（水）地理・民族・世界遺産直前対策講座（３級～

２級中心）府連事務所２０５号室 １４：００～１６：００

講師；西脇義彦（府連常任理事・老師資格）

３月１１日（水）歴史直前対策講座（３級～２級中心）

府連事務所２０５号室 １４：００～１６：３０

講師；浜野 滋

３月１６日（月）文化直前対策講座（３級～２級中心）

府連事務所３０５号室 １８：００～２０：３０

講師；高田佳誉子（老師資格、マスター挑戦）

３月１８日（水）政法経直前対策講座（３級～１級）

府連２０５号室 １４：００～１７：００講師；山本恒人

中国百科検定・日中カフェ（自由学習スペース）

２月１９日（水）１４：００～１７：００（２０５号室）

３月１５日（日）１０：３０～２０：００（２０５号室）

お問い合わせ・申し込みは日中府連事務局まで

中国百科検定試験 各種講座のご案内

１
月
13
日
（
成
人
の
日
）
大
阪
府

守
口
市
民
体
育
館
で
、
守
口
太
極
拳

班
主
催
の
太
極
拳
新
春
初
け
い
こ
を

行
い
ま
し
た
。
８
教
室

及
び
サ
ー
ク
ル
か
ら
56

名
の
参
加
で
、
大
阪
府

連
松
尾
豊
理
事
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
披
露
し
た
後
、

ウ
ル
ト
ラ
初
級
24
式
、

簡
化
24
式
、
48
式
、
陳

式
簡
化
36
式
太
極
拳
の

四
種
目
に
分
か
れ
て
練

習
し
ま
し
た
。

お
昼
を
は
さ
ん
で
午

後
は
練
習
の
続
き
と
成

果
発
表
会
で
す
。
圧
巻
は
48
式
ク
ラ

ス
で
す
。
こ
の
日
が
48
式
太
極
拳
初

体
験
と
い
う
方
が

４
人
、
経
験
者
の

み
な
さ
ん
と
一
緒

に
48
式
套
路
を
通
し
て
い
ま
し
た
。

（
拍
手
）

ま
た
、
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は

な
い
五
歩
拳
、
長
拳
一
路
、

棍
術
、
陳
式
56
式
な
ど
も

成
果
発
表
会
で
は
表
演
さ

れ
、
予
定
時
間
を
超
え
て

し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

そ
し
て
日
程
の
締
め
く

く
り
は
恒
例
の
お
年
玉
抽

選
会
で
す
。
昨
年
に
続
い

て
二
年
連
続
で
当
っ
た
方
、

10
数
年
参
加
し
て
初
め
て

当
っ
た
方
、
み
な
さ
ん
嬉
々

と
し
て
大
盛
り
上
が
り
で

年
初
の
行
事
を
楽
し
く
無
事
に
終
え

ま
し
た
。

（
内
藤
正
博
）

守
口
太
極
拳
新
春
初
け
い
こ

第
８
回
中
国
百
科
検
定

申
込
は
20
日
ま
で

自
由
学
習
ス
ペ
ー
ス

日
中
カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン

１
月
25
日
か
ら
27
日
、
天
王
寺
公
園

「
て
ん
し
ば
」
で
第
４
回
大
阪
春
節
祭

が
開
催
さ
れ
、
旧
正
月
を
祝
う
た
め
、

ス
テ
ー
ジ
の
演
奏
や
グ
ル
メ
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
は
帰
国
者
の
皆
さ
ん
の

「
ヤ
ン
コ
ー
踊
り
」
で
ス
タ
ー
ト
、

「
獅
子
舞
」
や
「
龍
舞
」
京
劇
、
二
胡

演
奏
、
変
面
な
ど
多
彩
な
舞
台
を
楽
し

み
ま
し
た
。

会
場
に
は
中

国
各
地
の
餃
子

や
豚
ま
ん
、
ワ

ン
タ
ン
、
羊
肉

な
ど
の
郷
土
料

理
の
店
が
並
ん

で
い
ま
し
た
。

天
芝
で
大
阪
春
節
祭

１
月
５
日
の
北
ス
ポ
ー
ツ
初
稽
古

に
、
８
地
域
10
教
室
46
名
の
参
加
者

は
、
午
前
中
の
短
い
時
間
で
し
た
が
、

や
は
り
交
流
し
な
が
ら
学
ん
で
い
く

の
は
大
切
で
す
。
練
習
を
見
て
い
て

も
最
初
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
の
が
、
お

互
い
に
影
響
し
あ
い
な
が
ら
だ
ん
だ

ん
よ
く
な
っ
て
い
く
、
と
て
も
い
い

初
稽
古
で
し
た
。

来
年
は
太
極
拳
普
及
45
周
年
、
東

京
武
道
館
の
交
流
大
会
に
向
け
、
直

接
参
加
す
る
人
も
参
加
し
な
い
人
も

楽
し
め
る
企
画
を
進
め
、
成
功
に
向

け
て
取
り
組
み
を
強
め
ま
し
ょ
う
！

開
講
中
の
太
極
拳
教
室

府
連
教
室

月
曜
６
時
半

国
労
会
館

西
支
部
教
室

木
曜
６
時
半

北
ス
ポ
ー
ツ
第
２
体
育
館

守
口
は
11
教
室
開
講
中

府
連
初
け
い
こ

新
型
肺
炎
患
者
急
増

本
部
が
支
援
を
訴
え

「
新
型
肺
炎
」
の
感
染
が
日
に
日

に
広
が
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
「
緊
急
事

態
」
を
宣
言
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

国
を
挙
げ
て
闘
っ
て
い
る
中
国
を

支
援
す
る
た
め
、
協
会
本
部
は
大

使
館
や
中
日
友
好
協
会
の
ル
ー
ト

で
、
支
援
物
資
を
中
国
の
関
係
機

関
に
送
る
手
配
を
始
め
て
い
ま
す
。

連
合
会
・
支
部
で
も
、
友
好
都

市
提
携
を
結
ん
で
い
る
自
治
体
と

連
携
し
て
の
支
援
な
ど
が
始
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
全
国
の
会
員
の
皆

さ
ん
か
ら
も
「
支
援
し
た
い
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

協
会
本
部
は
支
援
物
資
の
提
供

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
連
合
会
・

支
部
と
し
て
、
ま
た
会
員
の
皆
さ

ん
に
呼
び
か
け
集
め
る
な
ど
し
て
、

支
援
物
資
マ
ス
ク
や
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
を
本
部
に
お
送
る
よ
う
要

請
し
て
い
ま
す
。



１
月
30
日
堺
市
役
所
で
堺
市
国
際

課
の
永
野
課
長
・
韓
係
長
と
懇
談
会

を
行
い
ま
し
た
。
堺
支
部
か
ら
石
谷

市
会
議
員
・
浅
田
支
部
長
・
田
丸
副

支
部
長
・
城
副
支
部
長
・
石
井
副
支

部
長
・
上
村
事
務
局
長
・

藤
田
事
務
局
次
長
・
大

町
さ
ん
・
田
中
さ
ん
９

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
浅
田
支
部

長
か
ら
堺
の
大
仙
公
園

「
日
中
友
好
庭
園
」
・

津
久
野
「
遣
唐
の
ひ
ば

り
碑
」
、
大
阪
の
道
修

町
「
少
彦
名
神
社
」
、

天
保
山
「
日
中
友
好
碑
」

な
ど
中
国
の
歴
史
交
流
調
査
活
動
、

「
満
蒙
開
拓
青
年
義
勇
隊
」
「
日
本

軍
毒
ガ
ス
遺
棄
問
題
」
な
ど
の
市
民

公
開
講
座
、
「
平
和
の
た
め
の
戦
争

展
」
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

藤
田
事

務
局
次

長
が

「
日
中
友
好
庭
園
」
で

の
日
中
友
好
の
文
化
行

事
や
季
節
行
事
等
の
検

討
、
姉
妹
都
市
連
雲
港

と
世
界
遺
産
登
録
さ
れ

た
堺
の
大
仙
公
園
を
活

か
し
た
取
り
組
み
、
ま

た
、
石
井
副
支
部
長
が

新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た

フ
ェ
ニ
ー
チ
ェ
堺
で
の
日
中
友
好
文

化
行
事
企
画
、
堺
で
活
躍
し
た
「
加

藤
義
明
氏
の
き
り
絵
作
品
」
の
寄
贈

受
け
入
れ
、
堺
市
と
歴
史
交
流
が
盛

ん
で
あ
っ
た
中
国
福
建
省
の
各
都
市

と
の
文
化
交
流
や
姉
妹
都
市
計
画
検

討
、
そ
し
て
、
藤
田
事
務
局
次
長
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
的
な

流
行
に
つ
い
て
、
人
類
と
ウ
イ
ル
ス

の
た
た
か
い
、
英
知
あ
つ
め
予
防
・

治
療
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

永
野
課
長
か
ら
は
積
極
的
に
要
望

を
受
け
入
れ
て
各
機
関
に
働
き
か
け

て
い
る
こ
と
、
日
中
友
好
は
民
間
友

好
団
体
が
力
に
な
る
こ
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
と
も
に
た
た
か
っ

て
い
く
こ
と
な
ど
和
や
か
な
懇
談
会

に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
田
中
さ

ん
が
新
加
入
し
ま
し
た
。
（
上
村
康
夫
）
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日
中
吹
田
支
部
は
２
０
１
０
年
10

月
き
り
え
同
好
会
を
立
ち
上
げ
、
内

本
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
月

２
回
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

講
師
は
近
藤
好
幸
さ
ん
に
お
願
い

し
、
中
心
メ
ン
バ
ー
は
当
初
か
ら
の

５
名
を
含
め
て
９
名
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
会
場
主
催
の
「
コ
ミ
セ
ン
ま

つ
り
」
が
年
１
回
６
月
に
あ
り
、
出

品
す
る
こ
と
を
目
標
に
作
品
作
り
を

し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
個
性

が
光
る
作
品
に
出
合
え
る
楽
し
み
が

あ
り
ま
す
。
１
月
か
ら
新
し
い
入
会

者
も
２
名
有
り
、
仲
間
が
増
え
る
と

う
れ
し
い
で
す
。

中
国
で
結
婚
祝
賀
会
に
招
待
さ
れ

参
加
し
た
の
は
、
今
回
で
７
回
目
、

い
ず
れ
も
福
建
省
南
部
の
地
域
で
あ

る
。
真
っ
赤
な
中
国
服
が
良
く
似
合

う
花
嫁
さ
ん
に
鮮
や
か
な
純
金
の
指

輪
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
見
せ
て
も
ら
う
。

私
た
ち
に
家
族
を
紹
介
。
そ
の
あ
と
、

新
婚
夫
婦
の
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
を
案
内

し
て
も
ら
う
。
中
国
で
は
参
加
者
に

新
婚
の
寝
室
を
披
露
す
る
の

は
ご
く
普
通
で
す
。

ベ
ッ
ド
の
色
調
は
真
紅
。

そ
の
ベ
ッ
ド
の
周
り
で
、
み

ん
な
で
記
念
写
真
を
撮
り
、

お
話
を
楽
し
む
。
花
嫁
さ
ん

は
、
深
夜
の
２
時
ご
ろ
実
家

を
車
で
出
発
。
夫
の
家
に
早

朝
５
時
ご
ろ
到
着
。
そ
し
て
、

家
に
あ
る
観
音
像
の
前
で
、

朝
７
時
か
ら
仏
教
式
の
結
婚
儀
式
を

行
っ
た
と
い
う
。
聞
く
と
こ
の
近
辺

は
み
な
仏
教
徒
だ
と
の
こ
と
。

そ
の
後
、
祝
賀
会
に
案
内
さ

れ
る
。

家
の
前
の
広
場
に

設
置
さ
れ
た
赤
い
テ
ン
ト
が

会
場
。
テ
ン
ト
の
大
き
さ
は

教
室
一
つ
分
ぐ
ら
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
よ
う
な
テ
ン
ト
が

二
つ
ぐ
ら
い
並

ぶ
。
テ
ン
ト
の
下
に
大

き
な
丸
い
テ
ー
ブ
ル
が

15
～
20
ぐ
ら
い
並
ぶ
。

２
０
０
～
２
５
０
人
ぐ

ら
い
の
参
加
で
、
た
だ

し
、
こ
れ
は
昼
の
部
。

夜
も
同
じ
よ
う
に
祝
賀

会
が
あ
る
と
い
う
か
ら

驚
き
。
親
戚
や
知
人
・

友
人
だ
け
で
な
く
村
人
み
ん
な
を
招

待
す
る
と
い
う
。
昼
夜
合
わ
せ
て
総

勢
５
０
０
人
以
上
の
祝
賀
会
で
、
花

嫁
と
花
婿
の
み
が
正
装
で
参
加
者
の

服
装
は
ほ
ぼ
普
段
着
。

祝
賀
会
で
は
、
新
婚
夫
婦
の
紹
介

や
ス
ピ
ー
チ
・
歌
も
な

く
、
食
事
と
会
話
を
楽

し
む
。
タ
ケ
ノ
コ
料
理

や
ロ
ブ
ス
タ
ー
の
ス
ー

プ
煮
、
ウ
ナ
ギ
の
か
ば

焼
き
、
牛
肉
の
料
理
な

ど
美
味
し
い
料
理
が
次
々

と
出
て
く
る
。

私
た
ち
の
テ
ー
ブ
ル
は
、
ビ
ー
ル

で
乾
杯
！
見
る
と
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン

な
ど
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
テ
ー
ブ
ル

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
み
な
、
コ
ー
ラ

か
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
。
大
変
気
楽
で

存
分
に
食
べ
て
話
し
交
流
で
き
る
の

が
良
い
。
２
時
間
ぐ
ら
い
で
宴
は
終

了
。
別
れ
を
告
げ
て
、
車
で
厦
門
ま

で
送
っ
て
も
ら
っ
た
。

（
浅
田
勝
美
）

吹
田
支
部

き
り
え
同
好
会

月
２
回
講
座
を
開
く

今
、
中
国
語
に
対
す
る
関
心
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
や
交
流
を
深
め
る
う
え

で
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、
重
要
な
外
国
語
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

４
月
６
日
（
月
）
か
ら
第
112

期

中
国
語
講
座
が
開
講
さ
れ
ま
す
。

中
国
語
の
学
習
を
さ
ら
に
深
め

ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

個
人
レ
ッ
ス
ン
も
あ
り
ま
す
。

受
講
料

週
１
回
（
６
ケ
月

20
回
）

４
８
，
０
０
０
円

入
学
金

１
８
，
０
０
０
円

入
門
レ
ッ
ス
ン
ご
案
内

第
１
回

３
月
31
日
（
火
）

10：

00
～
11：

30

第
２
回

４
月
２
日
（
木
）

18：

30
～
20：

00

第
３
回

４
月
４
日
（
土
）

10：

00
～
11：

30

参
加
費
無
料
（
定
員
各
回
14
名
）

４
月
か
ら

中
国
語
講
座

加
害
が
あ
る
か
ら
被
害
が
あ
る
、

そ
の
ど
ち
ら
か
だ
け
を
語
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
そ
の
こ
と
を
こ
の
ク

ニ
に
生
き
る
人
に
は
忘
れ
て
ほ
し
く

な
い
と
、
５
月
４
日
～
５
日
エ
ル
お

お
さ
か
７
階
と
９
階
で
戦
争
展
を
開

催
し
ま
す
。
団
体
賛
同
募
金
は
１
口

３
０
０
０
円
、

個
人
賛
同
募
金

は
１
口
５
０
０

円
で
す
。
堺
支

部
と
大
阪
府
連

が
出
展
の
予
定
。

写
真
は
昨
年

の
戦
争
展
で
す
。

ア
ジ
ア
か
ら
問
わ
れ
る

日
本
の
戦
争
展

２
月
３
日
か
ら
８
日
北
区
マ
サ
ゴ

画
廊
で
、
前
田
尋
「
冬
景
き
り
絵
」

展
が
開
催
さ
れ
、
画
廊
正
面
に
80
号

Ｍ
サ
イ
ズ
の
大
作
「
暮
れ
る
伊
庭
内

湖
」
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

白
黒
の

ふ
り
し
き

る
雪
景
色

の
４
点
の

作
品
や
、

椿
な
ど
花

の
小
品
も

展
示
さ
れ

て
い
ま
し

た
。

前
田
尋

冬
景
き
り
絵
展

村の結婚式特設会場

中
国
南
部
の
結
婚
祝
賀
会
に
参
加

中
国
最
新
報
告
⑧
福
建
省
厦
門
と
福
州
を
訪
ね
て

昨
年
、
日
中
友
好
新
聞
10
月
15
日

号
の
一
面
に
、
大
変
光
栄
な
記
事
が

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
府
連
女
性
部
が

２
０
１
７
年
６
月
に
再
建
し
た
こ
と

が
全
国
の
先
駆
け
と
な
り
、
全
国
各

地
で
「
女
性
部
」
が
次
々
誕
生
し
て

い
る
と
い
う
う
れ
し
い
内
容
で
し
た
。

府
連
女
性
部
も
３
年
目
を
迎
え
新

た
な
気
持
ち
で
、
楽
し
い
企
画
や
学

習
の
場
で
女
性
会
員
の
活
躍
・
交
流

の
場
を
広
め
て
い
く
１
年
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

昨
秋
に
は
、
青
年
た
ち
と
女
性
部

共
催
で
中
国
映
画
を
観
る
会
を
実
施

し
好
評
を
得
ま
し
た
。
今
年
は
こ
の

映
画
会
を
定
例
化
し
て
い
こ
う
と
新

た
に
「
青
年
と
女
性
部
の
中
国
映
画

を
観
る
会
」
と
し
て
年
に
２
回
程
度

鑑
賞
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
女
性

会
員
は
も
ち
ろ
ん
男
性
会
員
や
会
員

外
の
方
に
も
観
て
い
た
だ
け
る
よ
う

宣
伝
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

ま
た
、
学
習
の
分
野
で
は
長
谷
川

テ
ル
の
顕
彰
活
動
へ
の
協
力
と
と
も

に
、
新
女
性
会
員
で
「
伊
田
助
男
」

に
つ
い
て
の
調
査
を
進
め
て
い
る
方

か
ら
お
話
を
聞
き
交
流
し
て
い
く
予

定
で
す
。

（
浅
田
美
奈
子
）

青
年
と
女
性
部
の
映
画
会

＊
映
画
名
「
活
き
る

い
き
る
」

チ
ャ
ン
・
イ
ー
モ
ウ
監
督

＊
４
月
18
日
（
土
）
１
時
半
上
映

（
開
場

13：

00
）

＊
国
労
会
館
（
Ｊ
Ｒ
天
満
駅
下
車
）

＊
資
料
代

５
０
０
円

＊
定
員

40
人
（
申
し
込
み
制
・

先
着
順
と
な
り
ま
す
。
）

主
催

日
中
友
好
協
会
大
阪
府
連

青
年
と
女
性
部
の

中
国
映
画
を
観
る
会

第
二
回
上
映
会

「
活(

い)

き
る
・
活
着
」

青
年
と
女
性
部
の
中
国
映
画
を
観
る
会

堺
支
部

日
中
友
好
は
民
間
友
好
団
体
が
力
に

堺
市
国
際
課
と
な
ご
や
か
に
懇
談


